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「東日本大震災 あれから１年そしてこれから～巨大災害と社会の安全～

明日の天変地異に備える連携
「安全な国土への再設計」タスクフォース
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連鎖する災害プロセスとそれに立ち向かう連携連鎖する災害プロセスとそれに立ち向かう連携
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土木学会東日本大震災特別委 支部連合調査団

→「安全な国土への再設計」支部TF・支部連合PF

支部TFの検討事項

（１）社会経済活動に大きな影響を与える大災害の因果関係の構造
（２）各支部の災害課題に対応した安全な国土への再設計
（2）各支部における安全な国土への再設計のための組織作り

↑
国土のデザイナー集団
国民的運動←産官学
TF事務局：土木学会支部と国交省地整連携

（１）地域ブロック内の多様なステークホルダーの連携

（２）地域特性に応じた過去の大規模地震・風水害等に対して
地域特性に応じて生じやすい災害の種類と
おこりうる連鎖システム

（３）次世代技術者育成 地域の安全とBCP構成

中部支部TFの進め方（案）

ＴＦメンバー（ＷＧ）←研究者＋地整（中部・北陸）をコア

（１）地域ブロック内の多様なステークホルダーの連携

TFのWG
↓

多様なステークホルダーとその連携の掘り起こし WG
いずれは協議会型（諸機関間協定）

→Risk Assessment, Emergency Management

（２）地域特性に応じた過去の大規模地震・風水害等の教訓
地域特性に応じて生じやすい災害の種類 ←WG

おこりうる連鎖システム ←WG
外力の連鎖→さまざまな「巨大災害」シナリオ

災害の進展 さまざまなステークホルダーの関与

災害の予兆把握・予見・予測
緊急時対応
復旧
復興
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すでに立ち上がっている
仕組み

中部地方の天変地異を
考える会（２００６提言）

語り継ぎ、伝える

伊勢湾台風50年誌

災害の周年を機に過去の巨大災害を
アーカイヴしていく作業（中部建設協会）



今もいきる、濃尾地震

地域特性地域特性に応じた大規模災害に応じた大規模災害→実証・検証
過去の実例・想定 ←どんなリスクにどう備えるべきか？

自然条件（地理・気象）
海溝型地震 →津波 東海・東南海・南海連動地震
直下型地震 ←活断層 濃尾地震・宝永地震

火山噴火 ←火山地形 富士山噴火（宝永）

大崩壊 ←脆弱な地質（構造線） 鳶山・稗田山・大谷崩れ

土石流 天竜三六災害
豪雨 ← 東海豪雨・ゲリラ豪雨
洪水 ←沖積平野・扇状地 長良川破堤，手取川大洪水

高潮 ←ゼロメートル地帯） 伊勢湾台風
↑ スーパー伊勢湾台風

台風
大渇水

社会的特性
都市 ←人口・産業集積，生活スタイル
都市近郊（都市化，農業生産，ものづくり拠点）
過疎山間地（林業），漁村
交通 首都圏と関西圏の連結点（東海），アクセス難（中部山間地）

温暖化・気候変動

少子・高齢化
グローバリゼーション

「中部地方の天変地異を考える会」 （座長：土岐憲三）

提言「迫り来る天変地異に克つ」 2006年11月 中部地方整備局

「中部地方の天変地異を考える会」資料

「中部地方の天変地異を考える会｣資料

降灰量分布



災害の連鎖災害の連鎖

①外力の複合 想定可能性（シナリオ）
Double Hazard, Triple Hazard

海溝型地震・連動 →津波
直下型地震 →大崩壊・天然ダム
火山噴火・大地震
台風：洪水・高潮，土石流

②被害の連鎖 外力類型ごとの発災プロセス
被害の類型 人的被害，都市機能麻痺，．．．．．
二次災害の可能性 ←被害予測（ポテンシャル）

③災害・対応の連鎖（タイムテーブル）
予報・予知段階 ←リードタイム
発災直後 災害状況の把握・情報共有
外力解消直後 救援
復旧・被災者支援 ↑
復興 必要な機能（Emergency Support Funtions）

④対応への連携（機関・人々の関与）
平時 防災インフラ

災害対応体制，防災教育 ←防災計画 （Preparedness Plan）
予測 外力予測 対応予測，被害予測，．．． 技術向上
災害対応 避難，救援・支援
応急復旧（SWEAT） Security, Water, Energy, Access, Telecom
復旧・復興

↑ Responsible Stakeholders

防災訓練

←WHAT, THAT
（中部の取り組み）

地域の巨大災害・巨大災害の連鎖によるカタストロフィー

考えられる「外力」あるいはそれらの連動
どれぐらいありうるか？

「そのとき」の事態の進行プロセス（被害連鎖含む）は？

プロセスに応じた対応？ 実効性
あらかじめ準備する施設・体制
予測・情報収集／提供
緊急対応（事前）
緊急対応（事後）

Emergency Support Functions

対応に必要な連携は？
関与する諸機関・団体←機能
さまざまな人々の類型

それを支えるものは？（実効性）
体制・訓練

Risk management
（Risk Assessment)

Emergency Management

Action Plan
行政対応
連携（諸機関）
住民行動

ESF

地域の巨大災害・巨大災害の連鎖によるカタストロフィー
例：スーパー伊勢湾台風

時間軸 対応（ESF） 関係機関 NPO 住民（行動の場）

予兆

発災

施設計画・対応
危機管理計画
防災教育

台風予測
警報
避難所開設
避難勧告
（広域避難）
情報提供

救援
排水
啓開
支援物資配分
応急復旧
支援
復旧計画
復興計画

河川管理
防災機関
地方行政・学校

気象庁（気象台）
河川管理者
防災機関

地方行政・マスコミ
防災機関（消防）

医療機関
河川管理者

国交省・自衛隊
地方行政・物流

河川管理者
防災機関・医療機関・地方行政・NPO

河川管理者

様々な機関・
住民（様々な類型）
の連携

相
対
時
間
・
絶
対
時
間

現
象
や
事
態
の
進
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広域での連携=情報共有・調整

名古屋

■09:00時点■
北緯29.9度,東経136.4度

■18:00時点■
北緯33.4度,東経135.9度
伊勢湾岸にて高潮越流

による浸水開始

高潮水防警報
レベル１

高潮水防警報
レベル２

高潮水防警報
レベル３

高潮水防警報
レベル４

高潮水防警報
レベル５

■ステージ０（1日半前～1日前の18:00）
情報共有本部を設立し、関係機関で情報を共
有する。

■12:00時点■
北緯31.0度,東経136.0度

■ステージ４（12:00-18:00）
避難指示を発令する。間に合わない地区や時
間によっては緊急避難を指示する。

■ステージ３（9:00-12:00）
避難勧告を発令する。広域避難を行う。

■ステージ２（6:00-9:00）
要援護者の避難を準備・開始・完了する。

■ステージ１（1日前18:00-当日の6:00）
自主避難を呼びかける。精度の高い台風進路
予測、高潮予測が発表される。
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桑名市
川越町
朝日町

大垣市
海津市
養老町
輪之内町

津島市
愛西市
稲沢市

七宝町,美和町
甚目寺町,大治町

名古屋市
北,西,中,中村,
熱田,中川区

名古屋市
瑞穂,緑区

弥富市
木曽岬町
飛島村

名古屋市港区

東海市

東海ネーデルランド高潮洪水地域協議会←作業部会

→危機管理行動計画・図上訓練

東海・東南海・南海地震中部圏戦略会議
→中部圏地震防災基本戦略

関係機関 住民
行政（施設管理，防災：国，県，市町），運輸機関，ライフライン，
経済団体，物流，警察，自衛隊，医療機関．．．．

県
中部地方整備極（事務局） （みずから守るプログラム）

研究者・学識者

アドバイザー会議 ファシリテーター
アドバイザー会議

土木学会中部支部TF（人材・知識・情報の共通ストック，信頼感）

中部の先進的な取り組みと支部タスクフォースでの更なる前進中部の先進的な取り組みと支部タスクフォースでの更なる前進


